
坂本冬美 平原綾香 南こうせつ

●出演者に変更が生じる場合がございます。●不可抗力に
よる公演中止の場合を除き、本券の払い戻し、他公演との交
換はいたしません。●未就学児のご入場はご遠慮いただき
ます。●車椅子席をご希望の方は、長野市芸術館チケットセ
ンター（TEL：026-219-3191／10：00～19：00火曜定休）
へお問い合わせください。●駐車場（有料）には限りがありま
すので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。チケットオンライン

チケット一般発売 2021年8月7日（土）  10：00～
長野市芸術館チケットオンライン［インターネット予約］ https://www.nagano-arts.or.jp/
長野市芸術館チケットセンター［窓口・電話］TEL.026-219-3191［10：00～19：00／火曜定休］
ローソンチケット http://l-tike.com (Lコード：72275)
e+(イープラス)  http://eplus.jp

（音楽評論家）

主催：一般財団法人長野市文化芸術振興財団　　共催：長野市　　特別協賛：　　　　　　　　制作：キャピタルヴィレッジ
助成：　　　　　　 文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）｜独立行政法人日本芸術文化振興会

長野市芸術館 開館5周年記念事業

＊新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じて開催いたします。

11/21■ 14：00開演 ［13：15開場］
2021

長野市芸術館メインホール日
［前売り］7,000円 ［当日］7,500円（全席指定・税込） 富澤一誠

企画監修

長野のまちと市民の真の復興を目指して、音楽の力で地域とそこで暮らす人たちに

《ゲスト》長野市芸術館ジュニア合唱団

元気と明日への活力を与える音楽フェスティバル



協賛パートナー　一覧

【ゴールドパートナー】  ㈱岩野商会　㈱角藤　㈱システックス　信濃毎日新聞　㈱電算　不二越機械工業㈱

【シルバーパートナー】㈱AOKIホールディングス　SBC信越放送　㈱中嶋製作所　長野信用金庫　長野都市ガス㈱　長野日本無線㈱　八十二銀行　富国物産㈱　ホクト㈱　㈱みすずコーポレーション
㈱本久　ユーグループ

〒３８０-８５１２　長野県長野市大字鶴賀緑町１６１３番地（長野市役所第一庁舎と同じ建物です）

公演についてのお問い合わせ 長野市芸術館 TEL：026-219-3100［9：00～19：00／火曜休館］　info@nagano-arts.or.jp

【ブロンズパートナー】㈱アクテック　㈱アサヒエージェンシー　㈱アド・ユニティー　アベレコード　㈲いろは堂　㈱インデックス　㈱エイブルデザイン　eternal story㈱　㈱エンドウ日本料理さがみ
㈱小田切車体　㈱風間苑　金澤工業㈱　㈱杏花印刷　㈱共立プラニング　（公財）倉石地域振興財団 栗田病院　クリーニングAPA　けんしんBANK　㈱国際社会健全育成学会
㈱コヤマ　㈱コンテンツビジョン　㈱三広　信濃化学工業㈱　信越ビル美装㈱　信陽食品㈱　損害保険ジャパン　㈱第一包装企画　大日本法令印刷㈱　高沢産業㈱　㈱高見澤
㈱長印　テレビ信州　デンセンホールディングス㈱　㈱東亜　東信運送㈱　㈱ながのアド・ビューロ　長野銀行　長野県労働金庫　㈱長野三光　長野商工会議所　長野證券㈱
長野テクトロン㈱　㈱長野舞台　長野放送　日穀製粉㈱　日本生命 長野支社　富士印刷㈱　富士通Japan㈱ 　フレックスジャパン㈱　ベイクックコーポレーション㈱
㈱マルイチ産商　マルコメ㈱　丸山産婦人科　ミツヤジーホーム㈱　NPO法人 メディカルチェック　㈱ホテルメトロポリタン長野　ヤマハサウンドシステム㈱

1987年3月4日「あばれ太鼓」でデビュー。数々の
新人賞を受賞。翌88年「祝い酒」でNHK紅白歌
合戦初出場。以来32回の出場。
代表作には「火の国の女」「夜桜お七」「また君に
恋してる」等が有り、忌野清志郎と細野晴臣とＨＩ
Ｓを結成するほか、様々なアーティストとのジョイン
トコンサートや舞台に出演する等ジャンルを越え
て幅広く活動をする。2020年11月には桑田佳佑
書下ろしによる「ブッダのように私は死んだ」をリ
リース。現在ヒット中。

2003年『Jupiter』でデビューし、日本レコード大賞
新人賞、日本ゴールドディスク大賞特別賞をはじ
め、様々な賞を獲得。その後、ドラマやTV番組の主
題歌を担当する傍ら、自身も女優として出演。2009
年発売の全曲クラシック曲のカヴァーアルバム「my 
Classics!」は「輝く！レコード大賞」で優秀アルバム
賞をはじめ、様々な賞を受賞。現在までにシングル
32枚、アルバム23枚をリリース、全国ツアーも定期
的に開催。近年では、ミュージカルや映画の吹き替
え、フィギュアスケートとのコラボレーションなど、音
楽を基盤として多方面での活動も目立っている。

大分県出身。1970年にデビュー。直後に「かぐや
姫」を結成し「神田川」「赤ちょうちん」「妹」等、数々
のミリオンセールスを記録。解散後もソロとして「夏
の少女」「夢一夜」等ヒット作品を発表。現在自らは
九州で田舎暮らしを行い、一個人として自然に向
き合う暮らしの中で独自の価値観を構築し、多くの
共感を得ている。2019年、デビュー50周年を迎え、
5年ぶりのオリジナルアルバム、ベストアルバムを始
め、15年ぶりにエッセイ本も出版。5年ぶりの「サ
マーピクニック～さよならまたね～」も2019年9月
に福岡の海の中道海浜公園で開催。72歳を迎え
た今もなお、精力的にコンサートを中心に活動中。

【企画監修】

坂本冬美 平原綾香 南こうせつ

富澤一誠（音楽評論家／千曲川流域の須坂市中島町出身）

Kosetsu MinamiAyaka HiraharaFuyumi Sakamoto

長野市芸術館 開館5周年記念事業

千曲川にはよく川遊びに行きました。兄たちと自転車に乗って千曲川の河原を競争したもの
です。北信五岳に北アルプス連峰。そして豊かに流れる千曲川。今でも目を閉じると、その「原風
景」が鮮明に蘇ってきます。それだけに「令和元年東日本台風」で堤防が決壊し大きな被害が
出たことには大変心が痛みます。南こうせつさん、坂本冬美さん、平原綾香さん、3人の「歌の
力」で、被災された方たちと地域に元気と明日の活力が生まれることを切に望みます。


